
校訓  拓く （英知・創造・愛郷）  
     自主性に富み生き生きと生活する人間 

☆ 学力を身につけた生徒 

☆ 意志の強固な生徒 

☆ 体力の充実した生徒 

☆ 思いやりのある生徒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

                     

              校長 濱 田 有 子 

 

校舎の窓からの景色が新緑に彩られ、遅い春か

ら初夏がもうそこまで来ていることが感ぜられます。

ジャージの上着を脱ぐ子ども達の姿もちらほら。暖

かくなってきました 

 

さて、３年生がゴールデンウィーク明けの１０日か

ら３泊４日の修学旅行に行ってきました。コロナ対

策として、札幌での宿泊や活動、昆布森 PR は実

施せずに、ルスツ、小樽、登別温泉に宿泊し、小樽

での自主研修や、ルスツやウポポイ、伊達時代村

の見学などをして見聞を広めました。 

修学旅行は、中学校生活最大の学校行事で

す。学校を離れ、普段とは異なる環境、場所や初

めての土地で、いろいろな 人・こと・ものに出会

い・触れ・感じ・活動することは大きく貴重な学びで

す。また、旅行に行くまでの調査や計画などの取り

組みと、帰ってからのふり返りや旅行のまとめをす 

ることも大事な活動であり、多くの力を育みます。

２年生の宿泊研修や１年生の社会見学でも学校外

で学習することで学びを広げます。 

 

６年ほど前、教職員の研究大会で函館に行った

折に、坂本龍馬の記念館を見学しました。同行の

先生方と会場からの移動の際に偶然見つけ、時間

が多少あったことから立ち寄ることになりました。小

さな建物でしたが、龍馬ゆかりの品々だけではな

く、幕末や明治維新、北海道開拓に関係のある人

たちの資料などが所狭しと展示されていました。龍

馬直筆の書簡や日本刀、勝海舟や徳川慶喜の

書、戦いなどで使われた銃や刀などがありました。

書簡には汚れやシミがありました。日本刀には刃こ

ぼれがありました。血が付いた着物もありました。書

は真筆であると記されていました。「本物」が目の前

に展示されていました。正にここに行ったから出会

えた もの・こと であり、たくさんのことを感じ、学び

ました。「本物」に出会う・見る・触れる・感じるなど

五感を通して学ぶこと、体験することの重要さを、

改めて実感したできごとでした。 

そこに行くことでの学びは修学旅行だけではな

く、２年生の宿泊研修や１年生の社会見学、職場

体験学習などがあります。また、学校を離れずに体

験することで広がる学びがあります。 

 

先日、「昆布森知方学地区 CS 学校運営協議

会」「昆布森地区青少年健全育成協議会」「沿岸

地区３校連絡協議会」の３つの会の総会と会議が

開催されました。昆布森中学校は、この３つの会と

PTAに支えられ、体験を伴う教育活動を実施する

ことができます。ありがたい限りです。 

地域の方々、保護者のみなさまの協力を得なが

ら、コロナ禍にあっても工夫しながら子どもたちの学

びが深まる体験活動や学校を離れての教育活動

を進めていきます。 

 

 

 

 

 

日 曜    行 事 予 定 

１ 水  

２ 木  

３ 金 
専門委員会 生徒会企画 橋本先生来

校 

４ 土  

５ 日  

６ 月 全校朝会 Ｑ―Ｕテスト 

７ 火 前期中間テスト範囲提示  

８ 水 小中合同避難訓練 尿検査１次 

９ 木 スクールカウンセラー１２：００～１４：００ 

10 金 少年の主張校内発表会（放課後） 

11 土 少年の主張  釧路町大会  

12 日  

13 月 教育相談① 

14 火 教育相談② 定例校長会議 

15 水 教育相談③心臓検診（１年）９：２０～本校  

16 木 教育相談④ 陶芸希望（成形）① 

橋本先生来校 

17 金 中体連壮行会 専門委員会 

運営委員会 

18 土 部活動休止 ノーゲーム・ノーテレビデー 

（２０日まで） 

19 日  

20 月 総合避難訓練（火災）CT １学期末問題配信  

職員会議⑥ 

21 火 前期中間テスト 定例教頭会議 

22 水 尿検査２次 

23 木 校内研修③ 

24 金 橋本先生来校日 

25 土 夏季中体連（バドミントン） 

26 日 夏季中体連（バドミントン） 

27 月 定時退勤日 

28 火  

29 水  

30 木 専門委員会 基礎体力向上運動 

橋本先生来校日 

 

令和４年度    令和４年 5 月２7 日（金） 

 ＮＯ．２     釧路町立昆布森中学校 

教

育

目

標 

『本物』に出会う体験から学びを深めて 

 

          校長 濱 田 有 

子 

 



＊昆布森中学校ホームページです！ 

 学校の近況や情報、学校だよりも載せています 
https://konbumorijh.kushirocho.ed.jp/ 

・検索ワードにあがるのには時間がかかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４月２１日（木）に前期生徒総会が開催さ

れました。生徒会総務、文化委員会、保健体
育委員会からの提案に対して、各クラス委員
長から活発に質問が出され、会長、専門委員
長は的確にわかりやすい説明をおこなってい
ました。生徒総会は、全校生徒が一同に会し
て、「自分たちのことを自分たちで決める」自
治の基本となる大切な機会です。ここで確認
されたことを基に、充実した活動となること
を期待しています。 

 

 

 
 
４月３０日（土）に、釧根地区春季バド

ミントン大会が開催されました。本校から
出場した選手全員が、日頃の練習の成果を
発揮して健闘しました。男子ダブルスで
は、冨田・能登ペアが決勝に進出しました
が、接戦の末惜しくも敗れての準優勝でし
た。引率の先生の話では、どの選手のどの
試合も真剣に戦い抜く姿と昆中生の熱い戦
いは勇気と感動を与えるものだったようで
す。 
今回の大会で見えてきた各自の改善点や

課題を洗い出して修正し、６月の中体連ま
でに残された期間の練習に真剣に打ち込ん
で、それぞれが目指す「目標の実現」が達
成できることを願っています。 

 
 

 

 

 

 

 
全国や北海道内において、学校でのいじ

めに関する報道が相次いでいます。本校で
は、いじめの早期発見に取り組み、「いじめ
のない昆布森中学校」とするために平成 25
年 9 月 28 日に施行された「いじめ防止対策
推進法」に基づき、「昆布森中学校いじめ防
止基本方針」を策定し、以下のような対応
をしていきます。 
① いじめ対策委員会を組織し、防止等の対

策を行う 
② いじめと疑われる情報があれば、組織的

に対応する 
③ いじめ防止等のための対策の基本となる

事項として、いじめを未然に防止する取
り組み、いじめの早期発見のための措置
（アンケート、面談の実施等）、インタ
ーネットを通じて行われるいじめ対策
（ネットパトロール等） 

以上の３点を基本姿勢とし、校長、教
頭、教務主任、生徒指導主事、当該学級担
任及び学年主任、養護教諭、状況によっ
て、スクールカウンセラー、その他管理職
から指名された者等で構成される「いじめ
対策委員会」が中心となり、「いじめ防止プ
ログラム」を推進していきます。 
状況に応じてスクールカウンセラーやス

クールソーシャルワーカー、外部関係機関
の協力を得て、サポー
ト体制も整えていま
す。今年度も実施され
る「QU 検査」「いじめア
ンケート」等も活用
し、ひとり一人の生徒
の心に寄り添う関わり
を大切にして、教職員
一丸となって「いじめ
ゼロ」の昆布森中学校
を継続します。 

 

 

 

 

 

 
５月１０日（火）から１３日（金）まで

の３泊４日の日程で、生徒４名・引率教員
３名で修学旅行を実施しました。 
旅行中にお世話になった様々な方々との

出会いと級友との思い出は３年生の皆さん
の一生の宝物となることでしょう。 
 
【１日目】 
ルスツリゾートで様々な乗り 
物を満喫していました。 
夕食後は、ほぼ貸し切り状態 
のプールで大いに楽しみました。 
 
【２日目】 
晴天に恵まれて最高気 
温２３度の初夏のよう 
な日差しの下での小樽 
で自主研修。天狗山の 
夜景もバッチリでした。 
 
【３日目】 
午前中ウポポイで展示 
やアイヌ古式舞踊の 
見学。午後からはマリ 
ンパークニクスで様 
々な海の生物について 
学びました。 
 
【４日目】 
最終日の午前中は伊達 
時代村。忍者ショー 
にゃんまげ劇場、弓矢 
・手裏剣体験などを 
楽しみました。 
 

 

 

 


